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区長総会
　5月14日㈬、市民プラザで区長総
会が行われました。212名の区長さ
んのうち、91名が交代となり、新たに
委嘱状を交付しました。交代された方
のうち、特に、松本1区の佐藤太朗さ
んには、区長協議会の会長として、協
議会の運営はもとより、各種審議会
や市民代表として多くの役職をお務
めいただき、ご指導ご助言を賜りまし
た。心より感謝申し上げます。今後と
も地域のよきアドバイザーとしてご活
躍いただきたいものです。
　さて、各区長さんは、地域住民と行
政をつなぐ大切な役割を担っている
と同時に、地域のリーダーです。地域
課題である少子高齢社会では、地域
の絆がこれまで以上に求められてい
ます。特に高齢者にとっては、冬の除
雪への不安が増しています。今は良
いけれど、今後どうなるか心配だとい
う話をよく聞きます。門口除雪のあり
方を一層研究しなければなりません。
しかし、予算的にも人員的にも行政
だけで解決できるものでもありませ
ん。行政が全てのことに同時に対応
することは極めて難しいものです。市
全体で取り組むこと、町内で取り組む
こと、そして、いま住むまちは誰のも
のなのだろうという意識が大切です。
住みよい環境をつくるには、互いに協
力しながらつくり上げることが必要で
す。日ごろ気づいたことなど遠慮なく
地域担当職員などに伝えていただき
たいと思います。区長の皆さんと一緒
に元気で明るいまちづくりを進めて
まいりますので、本年もよろしくお願
い申し上げます。

2

4月末現在の新庄人 （38,377人）

世帯数 13,714世帯（13,735世帯）

男
17,959人

（18,175人）

出　生 27 人 （29 人）
死　亡 35 人 （41 人）
転　入 303 人（318 人）
転　出 232 人（240 人）

女
19,894人

（20,202人）

4月
の異動

※住民基本台帳法の改正で外国人を含む人口集計になりました。（  ）は1年前の日本人+外国人の数です。

ふるさと、そして
子どもたちへの想い

表紙の写真
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市長コラム

上　市民文化会館の緞帳
下　市民文化会館緞帳の原画（文化会館事務室）

▲下西山区長の中鉢義之さんが代表して委嘱状を
受け取りました。

　昭和56年10月、コンサートや文化講演
などで親しまれている新庄市民文化会館
が開館しました。
　その顔ともいえる大ホールの緞帳（どん
ちょう）は、ほとんどの皆さんが一度は目に
しているのではないでしょうか。市民にな
じみが深い新庄まつり山車と、まつりを楽
しむ人々がメインに描かれた、その緞帳の
原画を作成したのが、洋画家で当市名誉市民の故近岡善次郎画伯です。
　画壇での活躍のみならず、こうしたふるさととの関わりが深い制作のほか、地域の子ども
たちに美術の楽しさを伝える活動にも力を注ぎました。画伯が始めた「最上学童展」は、今
も子どもたちの、楽しく身近な美術の世界への扉となっています。



▪
１
９
１
４
年

市
内
大
町（
馬
喰
町
）に
生
ま
れ
る
。

▪
１
９
３
１
年

旧
制
新
荘
中
学
校（
現
在
の
県
立
新

庄
北
高
校
）卒
業
後
上
京
。私
立
美

術
学
校
で
あ
る
川
端
画
学
校
で
絵

の
基
礎
を
学
ぶ
。

▪
１
９
３
３
年

文
化
学
院
美
術
部
で
、石
井
柏
亭
、

有
島
生
馬
、山
下
新
太
郎
ら
か
ら
洋

画
を
学
ぶ
。

▪
１
９
３
４
年

画
家
の
登
竜
門
の
一
つ
、二
科
展
に
、

作
品「
フ
ラ
ン
ス
人
形
」出
品
。

▪
１
９
３
６
年

二
科
会
か
ら
独
立
し
た
美
術
団
体

「
一
水
会
」
が
創
立
。そ
の
第
一
回
展

に
出
品
し
、２
０
０
６
年
ま
で
出
品

を
続
け
る
。

▪
１
９
４
３
年

国
が
主
催
す
る
大
規
模
な
公
募
展

「
文
部
省
美
術
展
覧
会（
文
展
、現

在
の
日
展
）」で
無
鑑
査
と
な
る
。

※
無
鑑
査
…
過
去
の
美
術
展
覧
会

で
の
入
選
実
績
な
ど
に
よ
り
、通
常

必
要
と
さ
れ
る
鑑
査
な
し
で
出
品

で
き
る
資
格

▪
１
９
４
４
年

新
庄
で
初
の
個
展
を
開
催
。ま
た
、一

水
会
会
員
と
な
る
。

▪
１
９
４
７
年

一
水
会
審
査
員
と
な
る
。

▪
１
９
４
９
年

作
品「
黄
色
い
服
」が
、一
水
会
優
賞

受
賞
。こ
の
作
品
は
、日
展
招
待
作

近岡善次郎画伯
生誕100年。

広報3

ふるさと、そして子どもたちへの想い

名誉市民 近岡善次郎画伯
特集

1914
大正3年ZENJIRO CHIKAOKA

当市出身の洋画家、近岡善次郎氏。
画壇での活躍のみならず、ふるさとや、子どもたちへの
想いにあふれた活動を長く続けました。
そして、そうした功績が高く評価され、平成11年、
当市名誉市民の称号が贈られました。
画伯の生誕100年となる今年は、奇しくも
新庄市市制施行65周年の節目の年。
それらを記念した作品展覧会が、7月19日から開催されます。
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品
と
な
る
。こ
の
こ
ろ
、札
幌
で
愛

着
を
感
じ
て
い
た
鉄
道
倶
楽
部
の
解

体
を
目
の
当
た
り
に
し
、全
国
に
残

さ
れ
た
西
洋
建
築
を
描
き
残
す
こ

と
を
決
意
す
る
。ま
た
、「
最
上
学
童

展
」を
発
案
し
、第
一
回
展
を
開
催
。

以
降
、指
導
・
審
査
を
続
け
る
。

▪
１
９
５
４
年

作
品「
新
庄
の
女
」を
朝
日
選
抜
秀

作
美
術
展
に
出
品
。

▪
１
９
５
６
年

文
部
省
留
学
生
と
し
て
渡
欧
。パ
リ

の
ア
カ
デ
ミ
ー
・
グ
ラ
ン
・
シ
ョ
ミ

エ
ー
ル
に
入
学
。

▪
１
９
６
１
年

東
京
・
札
幌
で
明
治
洋
風
建
築
ス

ケ
ッ
チ
展（
北
海
道
編
）開
催
。

▪
１
９
６
３
年

作
品「
巫
女
」が
第
六
回
安
井
曾
太

郎
賞
受
賞
、国
立
近
代
美
術
館
買
い

上
げ
と
な
る
。

▪
１
９
７
１
年

『
お
お
い
そ
ぎ
の
春
』（
当
市
出
身
俳

優
庄
司
永
建
著
、フ
レ
ー
ベ
ル
館
刊
）

に
二
十
四
点
の
挿
絵
を
制
作
。

▪
１
９
７
４
年

ル
ー
マ
ニ
ア
の
ブ
カ
レ
ス
ト
で
個
展

開
催
。

▪
１
９
７
６
年

安
井
賞
選
考
委
員
と
な
る
。

▪
１
９
７
７
年

「
東
北
の
マ
リ
ア
展
」を
市
中
央
公
民

館（
現
市
民
プ
ラ
ザ
）画
廊
で
開
催
。

▪
１
９
７
８
年

最
上
学
童
展
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
作

身
近
な
と
こ
ろ
に
、

Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
作
品

　

洋
画
家
・
故
近
岡
善
次
郎
氏
は
日
本

を
代
表
す
る
画
家
の
一
人
で
す
が
、そ

の
作
品
は
、市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ

ろ
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
月
号
の
表
紙
、市
民
文
化
会
館
の

緞
帳
の
ほ
か
、同
会
館
の
一
階
入
口

に
展
示
し
て
あ
る
大
き
な
油
絵
や
市

民
プ
ラ
ザ
に
飾
ら
れ
て
い
る
作
品
二

点
も
施
設
オ
ー
プ
ン
時
か
ら
あ
る
も

の
で
す
。ま
た
、ふ
る
さ
と
歴
史
セ
ン

タ
ー
内
の
近
岡
善
次
郎
記
念
室
で
は
、

常
時
企
画
展
が
開
か
れ
て
い
て
、全
国

か
ら
訪
れ
る
方
々
に
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

画
家
と
し
て
の
制
作
活
動
も
幅
広

く
、こ
の
た
び
市
表
彰
を
受
け
る
俳

優
・
庄
司
永
建
氏
の
名
著「
お
お
い
そ

ぎ
の
春
」を
飾
っ
た
挿
絵
二
十
四
点
も

画
伯
が
五
十
七
歳
の
と
き
の
作
品
で

す
し
、新
庄
信
用
金
庫
本
店
の
入
口
や

仙
台
駅
ロ
ビ
ー
に
あ
る
巨
大
な
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
の
原
画
も
画
伯
の
手
に

よ
る
も
の
で
す
。

慈
し
み
や
楽
し
さ
に

あ
ふ
れ
る
作
品
群

　

今
年
は
近
岡
画
伯
が
生
ま
れ
て

ち
ょ
う
ど
百
年
目
。来
月
十
九
日
か
ら

歴
史
セ
ン
タ
ー
と
市
民
プ
ラ
ザ
で
記

念
の
展
覧
会
が
開
か
れ
ま
す
。

今
回
の
展
示
内
容
は
盛

り
だ
く
さ
ん
で
、ガ
ラ

ス
絵
と
素
描
、水
彩
画
・
油
彩
画
、そ
し

て
遺
品
と
な
っ
た
絵
筆
や
パ
レ
ッ
ト

な
ど
、当
市
で
は
初
公
開
と
な
る
作
品

な
ど
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。展
示
作
品

の
一
部
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

ガ
ラ
ス
絵
を
描
く
画
家
は
我
が
国

で
も
限
ら
れ
て
お
り
、そ
れ
が
見
ら
れ

る
の
は
貴
重
な
機
会
と
い
え
ま
す
。題

材
は
母
子
像
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、油

絵
で
よ
く
描
い
た「
東
北
の
マ
リ
ア
」

近
岡
善
次
郎

 

生
誕
１
０
０
年
。

展覧会を前に知っておきたい
近岡画伯と作品のこと

①ガラス絵「マリアさま」
※額も画伯の手作りです！

②新庄地方の農婦シリーズから
水彩画「田植えの農婦 新庄萩野」
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り
、新
庄
・
最
上
の
小
学
校
・
分
校
八

校
を
訪
問（
１
９
８
５
年
ま
で
）。

▪
１
９
８
１
年

原
画
制
作
を
手
が
け
る
、近
代
洋
風

建
築
シ
リ
ー
ズ
切
手
二
十
種
類
の
発

行
が
始
ま
る（
１
９
８
４
年
ま
で
）。

市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
緞
帳
の
原

画
制
作
。

▪
１
９
８
３
年

明
治
を
主
題
と
し
た
学
術
・
芸
術

に
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、第
九

回
明
治
村
賞
を
受
賞
。ま
た
、最
上

三
十
三
観
音
の
連
作
四
十
点
を
完

成
。

▪
１
９
９
３
年

市
の
花
ア
ジ
サ
イ
を
描
く
、「
ア

ジ
サ
イ
の
街
写
生
会
」
を
指
導

（
１
９
９
９
年
ま
で
）。

▪
１
９
９
９
年

新
庄
市
名
誉
市
民
の
称
号
が
贈
ら

れ
る
。記
念
展「
近
岡
善
次
郎
画
業

展
」を
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
。

▪
２
０
０
５
年

ふ
る
さ
と
歴
史
セ
ン
タ
ー
に
名
誉
市

民
特
別
記
念
室
が
設
け
ら
れ
、常
設

展
示
が
始
ま
る
。

▪
２
０
０
７
年

六
月
二
日
、九
十
二
歳
で
逝
去
。

絵
画
百
三
十
四
点
が
朋
子
夫
人
、長

男
庸
一
氏
よ
り
、市
に
寄
贈
さ
れ
る
。

▪
２
０
１
４
年

水
彩
画
三
十
七
点
が
、長
女
大
久
保

省
子
氏
よ
り
市
に
寄
贈
さ
れ
る
。

に
つ
な
が
る
内
容
で
、幼
い
こ
ろ
に
母

を
亡
く
し
た
近
岡
画
伯
の
愛
情
と
身
近

な
人
に
寄
せ
る
慈
し
み
が
色
濃
く
表
現

さ
れ
て
い
る
精
神
性
の
深
い
作
品（
①
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、使
用
し
て
い

る
ガ
ラ
ス
は
古
い
時
代
の
も
の
で
す
。

裏
側
か
ら
描
く
た
め
仕
上
が
り
部
分
を

先
に
手
が
け
、左
右
も
逆
に
す
る
な
ど
、

制
作
手
順
は
と
て
も
複
雑
で
す
。し
か

し
、画
伯
自
ら
明
治
建
築
の
古
材
を
集

め
て
額
縁
に
仕
立
て
、彫
刻
し
て
彩
色

し
て
い
る
の
を
見
る
と
、意
外
に
ワ
ク

ワ
ク
楽
し
み
な
が
ら
一
点
一
点
を
完
成

さ
せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ

う
し
た
こ
と
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
絵

を
鑑
賞
す
る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

　

新
庄
地
方
の
農
婦
シ
リ
ー
ズ
十
二
点

の
水
彩
画（
②
）に
見
る
よ
う
に
、近
岡

画
伯
の
絵
筆
さ
ば
き
の
確
か
さ
は
定
評

の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、対
象
と
な
る

人
物
や
風
景
、建
物
な
ど
を
、そ
の
ま
ま

描
く
だ
け
の
画
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

失
わ
れ
ゆ
く
明
治
時
代
の
西
洋
建
築

を
求
め
て
、全
国
を
ス
ケ
ッ
チ
し
歩
い

た
明
治
の
西
洋
館
シ
リ
ー
ズ
の
水
彩
画

は
千
点
に
も
及
び
ま
す
が
、そ
の
ど
れ

も
が
、建
物
と
風
景
を
画
伯
独
特
の
視

点
と
描
き
方
で
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
市
内
の
建
物
を
描
い
た
水
彩
画

（
③
）で
は
、柱
や
壁
に
直
線
が
無
く
、屋

根
さ
え
も
が
大
き
く
曲
が
り
、着
彩
も

枠
を
飛
び
出
し
て
い
ま
す
が
、目
の
前

に
迫
っ
て
く
る
ス
ケ
ー
ル
感
と
印
象
度

は
圧
倒
的
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。画
伯

は
、建
物
の
前
に
立
っ
て
感
じ
取
っ
た

そ
の
ま
ま
を
絵
に
し
た
だ
け
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、対
象
か
ら
受
け
取
る

素
直
な
印
象
や
直
観
は
、何
か
を
表
現

す
る
と
き
の
最
も
大
切
な
要
素
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に

描
く
喜
び
を
！

　

画
伯
は
、子
ど
も
た
ち
に
創
造
の
楽

し
さ
と
夢
を
持
た
せ
よ
う
と
、六
十
五

年
前
、子
ど
も
を
対
象
と
し
た
今
も
続

く
美
術
展
覧
会「
最
上
学
童
展
」を
創
設

し
ま
し
た
。そ
し
て
、ず
っ
と
指
導
・
審

査
を
続
け
、描
く
喜
び
や
物
を
作
り
上

げ
る
楽
し
さ
を
、ふ
る
さ
と
の
子
ど
も

た
ち
に
示
し
続
け
ま
し
た
。　

　

画
伯
の
、ふ
る
さ
と
や
子
ど
も
た
ち

へ
の
想
い
を
生
誕
百
周
年
記
念
Ｚ
Ｅ
Ｎ

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
展
の
会
場
で
ぜ
ひ
感
じ
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

◎
ふ
る
さ
と
歴
史
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
¦

２
１
８
８

新庄市市制施行６５周年記念
近岡善次郎

生誕100周年記念展
▪とき	 7月19日㈯〜8月18日㈪
	 午前9時〜午後4時30分
▪ところ	 ふるさと歴史センター
	 市民プラザ2階ギャラリー
※いずれも火曜休館。7月上旬に無料観覧券付き
のリーフレットを全戸配布します

②新庄地方の農婦シリーズから
水彩画「田植えの農婦 新庄萩野」

③水彩画「鈴木久兵衛（馬喰町）」
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▪
地
域
防
災
計
画
と
は
？

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、速
や
か
に

住
民
の
命
や
財
産
を
保
護
し
、ま
た
、被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
、国
は

災
害
対
策
基
本
法
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、市
な
ど
の
地
方
自
治

体
に
お
い
て
、公
共
的
団
体
や
防
災
上
重

要
な
施
設
の
管
理
者
な
ど
が
災
害
時
に

処
理
す
べ
き
業
務
、災
害
予
防
対
策
、復

旧
対
策
な
ど
を
定
め
る
市
町
村
地
域
防

災
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
義
務
付
け

て
い
ま
す
。

　

当
市
で
も
昭
和
五
十
五
年
度
、新
庄

市
防
災
会
議
に
よ
り
地
域
防
災
計
画

が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。防
災
会
議
は
、

行
政
機
関
は
も
ち
ろ
ん
、山
林
や
河
川
管
理

に
関
わ
る
組
織
、消
防
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に

関
わ
る
企
業
、区
長
協
議
会
な
ど
、多
方
面

に
わ
た
る
組
織
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

▪
新
庄
市
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

　

計
画
策
定
後
も
、大
き
な
災
害
の
教
訓
を

活
か
す
な
ど
の
理
由
か
ら
随
時
修
正
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、平
成
二
十
三
年
三
月
十
一

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
の
、津
波

や
原
子
力
な
ど
に
よ
る
未
曽
有
の
被
害
を

教
訓
に
、国
や
県
で
は
大
幅
に
計
画
を
修
正

し
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、当
市
の
置
か
れ

た
状
況
を
加
味
し
つ
つ
、市
の
計
画
も
見
直

す
必
要
が
あ
り
、今
回
の
見
直
し
と
な
り
ま

し
た
。

▪
自
主
防
災
組
織
の

　
重
要
性

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し

た
と
き
、消
防
・
警
察
・
自
衛
隊

な
ど
の
い
わ
ゆ
る「
公
助
」の

手
が
被
災
地
に
届
く
ま
で
に
、

か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
事

例
が
あ
り
ま
し
た
。交
通
網
が

寸
断
さ
れ
、通
信
手
段
も
混
乱

す
る
な
ど
の
障
害
が
あ
っ
た
た

め
で
す
。こ
う
し
た
事
例
を
踏

ま
え
て
注
目
さ
れ
た
の
が「
自

助
」や「
共
助
」、す
な
わ
ち
、自

分
自
身
と
近
隣
住
民
に
よ
る

被
災
ダ
メ
ー
ジ
の
軽
減
で
す
。

そ
し
て
、最
も
効
果
的
な
共
助

の
担
い
手
と
な
る
の
が
自
主
防
災

組
織
で
あ
り
、地
域
防
災
計
画
に
お
い
て

も
、重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

▪
当
市
の
組
織
状
況

　

し
か
し
、最
上
地
域
の
自
主
防
災
組
織

の
組
織
率
は

県
内
で
も
低

く
、そ
の
中
で

も
当
市
の
組

織
率
は
極
端

に
低
い
の
が
現

状
で
す（
平
成

二
十
六
年
四

新庄市地域防災計画を
見直しています｡

地域防災計画の策定と修正の経過

▪
昭
和
五
十
五
年
度

　
新
庄
市
地
域
防
災
計
画
策
定
。風

水
害
や
雪
害
対
策
を
重
視
し
た
内

容
。

▪
昭
和
五
十
七
年
度

　
計
画
を
一
部
修
正
。土
砂
対
策
の
整

備
な
ど
に
関
す
る
修
正
を
加
え
る
。

▪
昭
和
六
十
年
度

　
計
画
を
一
部
修
正
。市
機
構
改
革
を

受
け
、災
害
対
策
本
部
組
織
な
ど
を

見
直
し
。

※
こ
の
後
、平
成
七
年
の
阪
神
淡
路

大
震
災
を
経
て
、同
年
、中
央
防
災
会

議
が
防
災
基
本
計
画
を
全
面
改
訂
、

平
成
十
年
度
・
十
一
年
度
に
は
山
形
県

地
域
防
災
計
画
が
全
面
見
直
し

▪
平
成
十
二
年
度

　
県
地
域
防
災
計
画
の
修
正
に
伴
い
、震

災
対
策
を
重
視
す
る
修
正
を
加
え
る
。

▪
今
回
の
見
直
し
経
過

◦
平
成
二
十
六
年
一
月

 

修
正
案
作
成
、県
に
意
見
照
会

◦
二
月

　
新
庄
市
防
災
会
議
を
開
催
し
、意

見
や
修
正
点
な
ど
の
確
認
。計
画

案
の
検
討
・
修
正
。

◦
三
月

 

修
正
案
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
。計
画
案
の
最
終
調
整
。

◦
五
月

 
新
庄
市
防
災
会
議
の
開
催
。計
画

修
正
の
審
議
。

◦
六
月

 

修
正
後
の
計
画
の
公
表
。

考えてみませんか？自主防災組織

▲新松本町内会でのハザードマップ作り

減
災

▲東日本大震災の被害（石巻市）
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見直しの主な内容

月
一
日
現
在　

組
織
数
四
十
七
団
体
、組
織

率
約
二
十
六
％
。山
形
県
内
の
組
織
率
は

八
割
を
超
え
て
い
ま
す
）。

▪
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

こ
の
現
状
は
、大
き
な
災
害
を
あ
ま
り

経
験
し
て
い
な
い
土
地
柄
に
よ
る
も
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、災
害
は
い
つ
発
生
す
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。当
市
内
で
も
、風
水
害

や
雪
害
、そ
し
て
、新
庄
盆
地
断
層
帯
に
起

因
す
る
大
き
な
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、災
害
へ
の
備
え
は
必

要
で
す
。現
在
、組
織
化
に
向
け
、新
た
に

準
備
し
て
い
る
町
内
も
あ
り
ま
す
が
、さ
ら

に
多
く
の
地
域
で
、自
主
防
災
組
織
の
立

ち
上
げ
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
、市
で
は
考
え
て
い
ま
す
。防
災
に
関

す
る
出
前
講
座
の
実
施
や
、防
災
用
備
品

の
整
備
経
費
に
助
成
す
る「
自
主
防
災
組

織
育
成
事
業
」な
ど
、設
立
に
向
け
た
支
援

策
も
あ
り
ま
す
。「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
」た
め
に
、ぜ
ひ
一
度
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▲金沢地域連合町内会による自主防災組織
づくり講演会

◎環境課地域防災室
☎内線４３５

減
災

▪見直しの方向性
（１）上位計画である「山形県地域防災計画」との整合性を図ること。
（２）「減災」の考え方を基本とすること。
※減災…東日本大震災以降、防災を考えるうえで、重要視されるようになった理念。災害を完全に防ぐことは不可能
であることを踏まえ、被災しても人命が失われない、経済的被害をできるだけ減らすことに主眼を置く。

▪具体的な見直し例
　東日本大震災の被災とその支援活動における経験を反映し、原子力災害（放射性物質の拡散）も含めた大規模
災害発生時への備え、また、広域的支援も視野に入れた、被災後の円滑な救助や支援に関する修正が主となってい
ます。中でも次の項目が特徴的といえます。

1「災害弱者」を「災害時要援護（要配慮）者」に
　障がい者や傷病者、高齢者、妊婦、乳幼児、子ども、外国人、旅行者などは、これまでの計画では、「災害弱者」と言
われていましたが、これを「災害時要援護（要配慮）者」と位置づけ、地域社会で相互に連携した支援体制の整備を図
ります。
　具体的には、要援護者の方々の実態を把握し、災害時に必要な措置を実施するため、情報を整理し、自主防災組
織など地域の関係者と共有することで、災害発生時の迅速な対応を図ります。

2災害時に支援活動を行うボランティアについての整理
　東日本大震災では、世界各地からさまざまな人が支援に駆け付けたものの、効果的な活動ができなかった部分もあ
ります。これを踏まえ、受け入れ体制と活動するうえでの環境整備を図ります。
　具体的には、災害発生時には社会福祉協議会と協力して新庄市のボランティアセンターを設立し、不足することが
予想される情報・物資・人材について、県本部と調整しながら支援を図ります。

3男女のニーズに配慮
　災害時の対応の経験から、女性の意見や視点がこれまで以上に必要であると考えました。そこで本計画では男女
のニーズに配慮することも盛り込みました。
　具体的には、避難所の運営に関して、管理運営チームに女性を含め、男女双方の視点に配慮し、ニーズの違いを
把握することや、被災後の災害復興計画の整備にあたっては、男女共同参画の観点から女性の参画を推進します。
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市
民
と
市
政
の
橋
渡
し

平
成
26
年
度
区
長
紹
介

平
成
26
年
度 

区
長
紹
介

北
部
地
区

太
田......................................

五
十
嵐
賢
一

荒
小
屋...............................

笹
原
彌
一
郎

高
壇......................................

長
沼　

金
一

北
新
町...............................

武
田　

一
明

北
新
町
団
地................

沓
澤　

浩
次

中
川
原...............................

山
科
仁
三
郎

野
中.......................................

今
田　

辰
雄

谷
地
小
屋.......................

髙
橋　

英
雄

上
西
山...............................

信
夫　

治
男

滝
ノ
倉...............................

小
笠
原　

廣

冷
水
沢...............................

小
笠
原
正
義

泉
ヶ
丘...............................

矢
口　
　

栄

西
町......................................

大
澤　

庸
了

円
満
寺
町.......................

菅
原　
　

秀

木
栄
町...............................

佐
藤　

栄
一

小
月
野...............................

亀
井　

芳
髙

月
岡......................................

武
田　
　

勝

梅
ヶ
崎...............................

阿
部　

吉
彦

一
本
柳...............................

多
田
美
喜
雄

中
山......................................

小
林　

清
美

小
泉......................................

三
原　

常
男

上
神
明
町.......................

菊
池　

貞
一

下
神
明
町.......................

阿
部　

一
郎

桜
馬
場...............................

竹
田　

眞
一

水
上
町...............................

伊
藤　

達
也

三
本
橋...............................

山
科　

謙
一

石
川
町...............................

今
田
キ
ミ
子

上
万
場
町.......................

柴
田　

忠
志

下
万
場
町.......................

荒
川　
　

力

常
葉
町
一
区................

伊
藤　

良
一

常
葉
町
二
区................

長
倉　

康
爾

常
葉
町
三
区................

渡
辺　

庄
二

中
山
町...............................

佐
藤　
　

護

吉
川
町...............................

富
樫　

孝
雄

鍛
冶
町...............................

富
樫　

啓
一

茶
屋
町...............................

松
﨑　
　

学

上
茶
屋
町.......................

渡
部　

孝
德

中
道
町...............................

大
沼　

宏
一

明
倫
通
り.......................

安
食　

春
雄

小
桧
室
団
地................

國
分　

健
雄

西
部
地
区

下
西
山...............................

中
鉢　

義
之

あ
た
ご
町.......................

早
坂　

俊
憲

新
田......................................
阿
部　
　

勲

飛
田......................................
佐
藤　

圭
一

上
野......................................
笹　
　

栄
一

蛇
塚......................................

伊
藤　
　

恵

庚
申......................................

笹　
　

文
雄

川
原
町...............................

小
野　

春
雄

川
西
１
区.......................

広
野　

竜
司

川
西
２
区.......................

藤
山　

昭
夫

川
西
３
区.......................

田
口　

五
郎

川
西
４
区.......................

髙
山　

昌
三

川
西
５
区.......................

鈴
木　

廣
美

川
西
６
区.......................

石
山　
　

豊

桧
町
一
区.......................

長
澤　
　

隆

桧
町
二
区.......................

押
切　
　

守

土
手
の
内.......................

皆
川　
　

明

上
堀
端...............................

白
倉　

祐
一

大
正
町...............................

五
十
嵐　

栄

仲
町......................................

柴
田
ま
り
子

下
仲
町...............................

星
川　

清
昭

岡
崎
町...............................

矢
口　
　

孝

泉
町......................................

髙
橋　

孝
一

下
堀
端
北
組................

庄
司　

壽
勝

下
堀
端
南
組................

森　
　

正
廣

御
堀
端
東.......................

金　
　

利
寛

御
堀
端
西.......................

齋
藤　

和
夫

御
堀
端
南.......................

井
上　

信
夫

教
育
セ
ン
タ
ー
前.....

若
野　
　

勇

宮
内
一...............................

菅　
　

信
二

宮
内
二...............................

沼
澤　

清
一

宮
内
三...............................

阿
部　

久
男

千
門
町
１
区................
長
沼　
　

敏

千
門
町
２
区................
柴
㟢　

善
次

千
門
町
３
区................
荒
木　
　

茂

宮
内
新
町.......................

小
山
田　

昭
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区
長
は
、市
の
非
常
勤
特
別
職
と
し
て
、地
区
内
の
世
帯
数
の
把

握
や
月
二
回
の
広
報
物
の
配
布
・
回
覧
な
ど
を
通
し
、市
の
情
報

を
地
区
住
民
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。ま
た
、「
区
長
と
市
長
の

ま
ち
づ
く
り
会
議
」な
ど
、さ
ま
ざ
な
な
機
会
を
通
し
て
、地
域
の

課
題
や
市
政
へ
の
意
見
を
ま
と
め
、市
と
の
調
整
を
図
る
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。昨
今
、全
国
的
に
も
地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

が
希
薄
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
中
、東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
経

て
、そ
の
重
要
性
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。地
域
内
の

絆
を
深
め
、区
長
を
中
心
に
、住
民
全
員
で
地
域
の
課
題
解
決
に
取

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

五
月
十
四
日
、市
民
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、新
庄
市
区
長
総
会
が
開
催
さ
れ
、永
年
勤
続
者
へ
の
表
彰
、

委
嘱
状
の
交
付
、市
の
事
業
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
新
庄
市
区
長
協
議
会
総
会
で
は
、

研
修
会
の
実
施
な
ど
の
事
業
計
画
や
予
算
の
審
議
、新
し
い
役
員
体
制
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

新庄市区長協議会
新会長が選任されました

下鉄砲町区長

　溝延　信也氏

　今年度より、新たに区長協議会会長と
なりました。
　市民の目線で、行政との橋渡し役
を務めていきたいと思っております。
ご協力をお願いいたします。



中
部
地
区

上
仲
町...............................
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9 広報

みんなで「地域づくり」について話そう！

地域リーダー講座
　参加者が地域づくりに関する課題や現状につい
て、率直に意見を出し合い、その課題解決に向けた
取り組みを一緒に考えましょう。

　　地域力人ふれあうまち

第１回 地域リーダー講座のお知らせ

◦対象　区長、健康福祉推進員、老人クラブ代表、地区役員など、地
域づくりや健康づくりに興味のある人どなたでも。
◦とき 6月27日㈮午後1時30分から
◦ところ 市民プラザ大ホール
◦内容 講演／（特活）NPO もがみ理事長 沼野  慈氏「NPO と地
域との関わり方（仮）」、スポーツ推進委員協議会 会長  大場  和夫氏

「軽スポーツを通じた健康づくり（仮）」、ワークショップ／健康づくり
の課題を整理しよう
◦申込締切　6月23日㈪までに電話で
※全4回（第2回は7月9日㈬午後2時30分から市民プラザで開催。
第3回目以降は今後講座の中でお知ら
せします）
◎詳しくは、総合政策課地域支援室へ。
　内線217・218
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ど
ん
な
人
が

加
入
す
る
の
？

　

国
民
年
金
は
、日
本
国
内
に
住
所
の

あ
る
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
全
て

の
人
が
加
入
し
ま
す
。加
入
の
形
態
は

次
の
通
り
で
す
。

●
第
一
号 

自
営
業
者
や
そ
の
配
偶
者
な

ど
国
民
年
金
保
険
料
を
自
分
で
納
め
る
人

●
第
二
号 

厚
生
年
金
や
共
済
に
加
入

し
て
い
る
人

●
第
三
号 

会
社
員
の
妻
な
ど
、
厚
生

年
金
や
共
済
に
加
入
し
て
い
る
人
の
被

扶
養
配
偶
者

会
社
を
辞
め
た
り
、配
偶
者
の
扶
養
か

ら
外
れ
た
り
し
た
場
合
は
、市
役
所
で

手
続
き
が
必
要
で
す
。　
　

保
険
料
は
い
く
ら
で

ど
う
納
め
る
の
？

　

国
民
年
金
保
険
料
は
定
額
で
、平

成
二
十
六
年
度
の
月
額
保
険
料
は

一
万
五
千
二
百
五
十
円
で
す
。希
望
す

る
場
合
は
四
百
円
を
上
乗
せ
し
て
納
め

る
こ
と
で
将
来
の
受
取
額
を
増
や
す
付

加
保
険
料
や
国
民
年
金
基
金
の
各
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
は
、納
付
書
に
よ
る

も
の
の
ほ
か
、口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
利
用
で
き
ま
す
。市
役
所
で

は
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、金
融
機
関
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
難
し
い
の
で
す
が

　

経
済
的
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き
に
は
保
険
料
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
。申
請
時
点
か
ら
、二
年
一

か
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
学
生
を
対
象
と
し
た
学
生
納
付
特
例

制
度
や
学
生
以
外
の
三
十
歳
未
満
の
方

が
対
象
の
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
も
あ

り
ま
す
。

　

た
だ
し
免
除
等
を
受
け
た
場
合
、期

間
に
応
じ
て
、定
額
の
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
に
比
べ
て
年
金
受
給
金
額
が

下
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
所
得
の
審
査

　

所
得
が
基
準
以
下
の
と
き
に
保
険
料

が
免
除
さ
れ
ま
す
。免
除
申
請
で
は
本

人
と
配
偶
者
と
世
帯
主
の
そ
れ
ぞ
れ
の

所
得
額
が
審
査
さ
れ
ま
す
。対
象
者
全

員
が
基
準
以
下
で
あ
れ
ば
免
除
該
当
と

な
り
ま
す
。

　

転
入
し
て
き
た
方
な
ど
、審
査
対
象

の
年
の
所
得
が
新
庄
市
で
分
か
ら
な
い

方
は
、免
除
申
請
の
際
に
所
得
証
明
書

な
ど
の
所
得
を
明
ら
か
に
で
き
る
添
付

書
類
が
必
要
で
す
。

■
失
業
の
場
合
の
特
例

　

い
ず
れ
の
免
除
も
前
年（
一
月
か
ら

明日への確かな備え

国民年金
　国民年金制度は、だれもが安心して老後を迎えられるよう、
国（税金）と被保険者（保険料）が年金支給により世代を超え
て暮らしを支える制度です。また老後だけではなく、万一の場
合に障害基礎年金や遺族基礎年金などを支給することによ
り、本人や残された家族などの生活を支えます。

納める

平成26年度
国民年金保険料

月額15,250円

口座振替で2年度分まとめて納めると…

⇨14,800円の割引
口座振替で1年度分まとめて納めると…

⇨3,840円の割引
現金で１年度分まとめて納めると…

⇨3,250円の割引

一定期間分をまとめて納めると保険料が割引になります。

前納割引でお得！
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六
月
ま
で
は
前
々
年
）の
所
得
で
審
査

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、失
業
し
た
場
合
は

収
入
が
途
絶
え
て
い
る
の
に
免
除
に
該

当
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
の
た

め
、離
職
票
な
ど
の
書
類
の
写
を
添
付

す
る
こ
と
で
離
職
者
の
所
得
は
審
査
対

象
と
し
な
い
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

未
納
分
の
保
険
料
を

納
め
た
い
の
で
す
が

　

過
去
十
年
以
内
に
免
除
等
を
受
け
て

い
た
期
間
の
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
る「
追
納
制
度
」が

あ
り
ま
す
。ま
た
、過
去
十
年
以
内
に
未

納
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
期
間
の
保
険
料

を
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る「
後

納
制
度
」も
あ
り
ま
す（
平
成
二
十
七
年

九
月
ま
で
）。

　

い
ず
れ
も
ご
利
用
の
際
は
年
金
事
務

所
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受け取る

■平成26年4月分からの年金額の改定について

平成26年度の主な年金額（年額）
国民年金（基礎年金）はこんなときに受け取れます
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※金額は変更になることがあります。

老齢基礎年金  ···············	77万2,800円（４０年納めたときの満額）
　国民年金保険料を納付した期間、保険料免除や学生納付特例を受けた期間、厚生年金や共済に加入した期間、 第３号被
保険者期間などを合計して２５年以上ある人が原則６５歳から受け取れます。

障害基礎年金   ················	【1級】96万6,000円
	 	 	【2級】77万2,800円（それぞれ子の人数による加算あり）

　国民年金加入中や２０歳前に病気やけがなどをし、障がいが残った場合に請求できますが、障がいの程度や保険料の納付状
況により該当しない場合もあります。

遺族基礎年金   ·················77万2,800円（子の人数による加算あり）

　国民年金の加入者などが亡くなったときに、子どもがいる配偶者、または子ども（子どもは18歳未満）が受け取ることができま
す。生計が同じだったことが条件となるほか、保険料の納付状況によっては該当しないこともあります。

国民年金に関する相談・お問い合わせ先
　  新庄年金事務所☎22-2050　市民課国民年金担当☎内線133/134

寡婦年金
　保険料を納めた期間（免除期間を含む）
が２５年以上ある夫が亡くなった場合、１０
年以上婚姻関係のあった妻（事実婚を含
む）が６０歳から６５歳になるまで受け取るこ
とができます。
※死亡一時金との選択となります。

　公的年金の年金額は、物価・賃金の変動に応じて年度ごとに改定されます。
　現在の年金は、過去に物価が下落したときに年金額を据え置かれたことで、本来の水準よりも1.5％高い水準（特例水準）
で支払われており、この特例水準を解消することとしています。
　このため、平成26年4月分としてお支払いする年金額から、平成26年度の改定率（プラス0.3％）と特例水準解消分（マイ
ナス1.0％）を合わせ、３月までの額に比べ、マイナス0.7％の改定が行われます。
　残る特例水準（0.5％分）の解消は、平成２７年４月に実施される予定です。

法定免除期間の保険料が
納付できるようになりました

　平成２６年４月から、法定免除期間のうちご
本人が申出した期間は、国民年金保険料を通
常通り納付することができるようになりました。

付加保険料が２年間納付
できるようになりました

　平成２６年４月から、付加保険料も国民年
金保険料と同じく、納期限から２年間納めるこ
とができるようになりました。

死亡一時金
　保険料を納めた期間（免除制度により
一部納付した期間は納付率に応じて期間
を算出）が３６か月以上ある人が老齢基礎
年金、障害基礎年金のいずれも受けずに
亡くなったとき、亡くなった人と生計をともに
していた遺族が受け取れます。

11 広報 06
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市民おもてなしセミナー
（市民プラザ）

長寿100歳のお祝い

　市の認証保育所制度ができてから10年。この協議会は、
情報交換や交流などを通し、保育内容の一層の充実を図る
ことを目的に設立され、認証制度制定以降、この名称で活動
を続けています。記念式典には、多くの関係者が参加し、子

どもたちも歌
を披露するな
どして、会場
を盛り上げま
した。

　6月14日から9月13日まで開催される大型観光キャン
ペーン「山形デスティネーションキャンペーン（ＤＣ）」に向
け、訪れる観光客を市民全体で歓迎しようと開催されまし
た。ＪＲ新庄駅の正
野駅長によるＤＣ
概要説明、ＮＰＯ新
庄観光ガイド協議
会の長岡洋子会
長による「観光客
おもてなしの極
意」と題する講演
などが行われ、観
光客受け入れの
気運が高まりました。

　分部靜子さん
（大町／大正3年
5月25日生まれ）
が100歳を迎え、
市から賀詞と記念
品を贈りました。

知事と語ろう市町村
ミーティング in 新庄（市民プラザ）

　県の広聴事業の一環として開催されている催しで、当市で
は平成22年度以来の開催となります。
　会場には200人近い参加者があり、知事から県政運営に
関する説明を受け、その後質疑応答が行われました。

5/
13

5/
19

5/
28

新庄市認証保育所
10周年記念式典

（市民プラザ）

　長年にわたり区長を務め、今回退職された方に市や、区
長協議会から、表彰状や感謝状が贈呈されました。その
方々を紹介します。
1．あじさい表彰（勤続20年以上）
 平向岩雄（桜通り東 /22年間）、今田正男（石川町 /20

年間）、佐藤太朗（松本１区 /15年間）
 ※佐藤太朗さんは区長協議会会長5年間を加算
2. あじさい感謝（勤続10年以上）
 三原完治（小泉 /16年間）、須藤四郎（中道町 /16年

間）、矢口良信（北新町団地 /14年間）、阿部五兵衛（泉
田四区 /14年間）、元木秀也（本合海六 /12年間）、今
田雄一（野中 /10年間）、森德康（岡崎町 /10年間）

3．区長協議会感謝状（勤続５年以上）
 武田良三（月岡 /8年間）、伊藤正幸（金沢五 /8年間）、菅

根隆一（関屋 /6年間）、伊藤貞雄（市野々 /6年間）、奥山
健一（泉田二区 /6年間）、青桺茂（本合海四 /6年間）、加
藤弘（升形上
二 /6年間）、
本堂親愛（南
末広町 /5年
間）（敬称略）

区長総会で表彰状や感謝状を
贈呈（市民プラザ）

5/
14

5/
10
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※ホームページでも紹介しています。
URL http://www.city.shinjo.yamagata.jp/machitopi.html

新庄市子ども芸術学校開校式
 （5月17日／市民プラザ）

春季消防演習
（市内）

キトキトマルシェはじまりました
（新庄市エコロジーガーデン）

　適切に消防任務にあたるため、日ごろの規律訓練や操法
演習の成果を確認し、災害への備えをさらに強めようと毎
年開催されています。
　市内南本
町十字路〜
最上公園ま
で行われた
分列行進で
は、一 糸 乱
れぬ機敏な
動きで 総 勢
約1,000名
が行進しまし
た。

　今年最初のキトキ
トマルシェが開催さ
れました。あいにく
の空模様でしたが、
多くの人が訪れ、会
場で思い思いに過ご
しました。今年は各
回ごとにテーマを設

定して開催することにしています。初回のテーマは「クラフ
トフェア」。手作り陶器
や日用雑貨などの店が
軒を連ねました。次回は

「春のパンまつり」と題
し、県内外のパン屋さ
んが集まる予定です。キ
トキトマルシェは11月
までの毎月第3日曜日
に開催されます。

■手作り看板が
　お披露目
　5月3日から5日に行
われた青山学院大学総
合文化政策学部・黒石
ゼミの学生14名による
フィールドワーク（地域
資源の調査や民泊体験
など）の際、学生と地元
有志とで作成したマル
シェの手作り看板もお
披露目されました。

5/
3

5/
18

　新庄人権啓発活動地域ネットワーク協議会が、子どもた
ちに思いやりの心を育んでもらいたいと、毎年学校を訪れ
て子どもたちと一緒に植栽を行っています。今年は北辰小
学校を会場に行われ、市内花屋さんの指導のもと、4〜6

年生の約60
人 が 花 苗 を
手 際 よく植
え て い まし
た。

「人権の花」植栽式
（北辰小学校）

5/
28

仁田山鹿子踊が披露された東北六魂祭
（5月24日／山形市）

さすの川水辺のコンサート
 （5月25日／川西町河川公園）

06
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地元で生産される旬の素材と、それを使った料理を紹介するページです

地元素材 de クッキング!
　雪がとけ、新緑がまぶ
しくなってくる５月中旬
から、アスパラガスの収
穫が始まります。近年、
当市をはじめ、最上郡内
でも生産が盛んになっ
ていますが、冷涼な気候
や土壌が栽培に適して
いるためです。太陽の光を浴びて太く力強い緑色に育った
アスパラガスには、アミノ酸の一種であるアスパラギン酸
や多くのビタミン成分が含まれており、栄養満点です。独特
な甘みと歯ごたえがあり、ゆでる・焼く・揚げるなど素材を
そのまま生かした簡単な調理法で食べられるため、人気が
あります。当市では、地産地消事業の一環として、学校給食
などにも提供されています。

アスパラガス（アスパラ）

今月の地元素材

策定しました！
新庄市食育・地産地消推進計画
〜しっかり食べてけんこうづくり地域の恵みでまちづくり〜

　市民の皆様一人一人が、ライフステージに応じた「食育」およ
び地域の恵みを活かし産業の活性化につながっていく「地産地
消」の推進を実践していただけるように、4つの施策と重点目標
を設定しました。
　1. 食を知り食に感謝する心を育む
　2. 食から心と身体の健康をつくる
　3. 新庄の食文化を学び伝える
　4. 生産者と消費者等の顔が見える関係づくり
＊新庄市ホームページに、詳しく掲載しています。

料理レシピ Cooking Recipe

　アスパラのゴマ和え
材料（4人分）
アスパラ ............... 60ｇ
ちくわ ................... 60ｇ
もやし ................... 80ｇ
にんじん ............... 20ｇ

★白すりごま ...大さじ1
★砂糖 ..........大さじ1/2
★しょうゆ .......小さじ1
★みりん ......小さじ2/3

作り方
①アスパラ・にんじんを食べやすい大きさに切り

ゆでる。ちくわも同じように食べやすい大きさに
切り、野菜はゆでておく。

②★調味料を合わせておく。（しょうゆはお好みで
加減してください）

③①に②の調味料を合わせできあがり。

▲写真は5月7日（水）に中部保育所て提供された給食です。

簡単
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　広報しんじょう５月号で紹介した「かむてん袴プロジェクト」ですが、６
月１４日の市制施行６５周年記念式典に出席を予定してるかむてんの
ために、急ピッチで作業が行われています。
　部活動の合間を見て新たに参加してくれたメンバーを交えながら、
和裁の基本的な「作り方」を指導者の山科さんが説明し、縫い方の手
ほどきを受けつつ、慣れない手つきで作業を進めています。
　今回の作業では、羽織の袖口部分の加工や細部の仕上げを行い、
それぞれを接合すると、ついに羽織の全体像が見えてきました。
　「かむてん」が着用した時をイメージしながら、さらに細部の調整を
行っているところですが、大変立派なスリーサイズを誇る「かむてん」と
あって、苦労している様子で
した。
　また、オリジナルの家紋制作
にも挑戦し、「かむてん」らしい
家紋を目指して頭を悩ませて
いるところです。
　７月号では、ついに完成す
る羽織袴のお披露目と、参
加してくれた高校生達に感
想を聞いてみたいと思います。

　４月から新庄南高校に赴任して、ボランティア活動を指導していま
す。今回の活動には男子を含む多くの有志が参加してくれています
が、こういった自主的な活動は、生徒たちだけでなく、学校全体に良
い影響があると考えています。
　そして、ボランティア活動を通じて、地域の方 と々接することは、今
後社会に出ていく生徒たちにとって、さまざまな勉強の場になること
はもちろんのこと、自分たちの地域を知ることで、地元に誇りを持つ
きっかけになるとも感じています。
　地域の皆さま方には、今後とも生徒たちの活動を応援頂ければあ
りがたいと思っています。

県立新庄南高等学校　大泉　奈菜 先生

課外授業のススメ！

◀現メンバー新田さん（右）の誘いで参加した新メンバー齊藤瑞歩さん（左）

今月は、県立新庄南高校のボランティア活動を指導している
先生にもお話を伺いました。

教室では学べない

▲袖口部分の加工方法を説明 ▲実際に袖口を縫い仕上げる ▲羽織の裾や襟を加工し縫う ▲袴部分をミシンで大まかに縫う

▲指導者が和裁特有の縫い方を説明。合言葉は「１
cm、1mm」

特別企画◎かむてん×新庄南高等学校 「袴
はかま

プロジェクトその2」

高校生の教科外活動を中心に、ボランティア活動、また各学校からのニュースなどを紹介するページです
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　「エリアキャンパスもがみ」は、平成１７年に発足し、最上広域圏全体を大学のキャンパスに見立て、教育・研究・地域貢
献活動等を展開しています。その中心的な取り組みが「フィールドワーク−共生のもがみ」であり、これまで最上広域圏で２，
０００名ほどの学生が地域の方 と々一緒にさまざまな活動を行ってきました。
　最上広域圏８市町村それぞれにおいて特色のある活動プログラムが組まれており、その中から、学生自ら参加したいプ
ログラムを選択し、活動を展開しています。
　今年度は、新庄市でも地域の方々の指導のもと、７つのプログラムを実施しています。

　このように、地域の方 と々の交流を通して、学生が新庄を知るきっかけとなり、その後の地域貢献活動へとつながって
いっていけばと期待されています。
　また、「エリアキャンパスもがみ」には、学生で構成されている「もがみ協力隊」という組織もあり、「フィールドワーク−共生の
もがみ」以外でも、さまざまな活動を行っていますので、ぜひ学生が協力してほしい事業などがあれば、ご相談ください。

◎詳しくは、社会教育課（内線461）または、エリアキャンパスもがみホームページをご覧ください。
http://www.yamagata-u.ac.jp/gakumu/yam/index.html

新庄エリア ７つのプログラム
上段：プログラム名　下段：協力地域・団体など

エリアキャンパスもがみ
マスコットキャラクター

ヤムくん

まちの図書館を舞台に
イベントプロデュース

かやのみ会、市立図書館

作陶に挑戦

新庄東山焼　涌井正和さん

ごまかしのない
食品づくりに挑戦！

悠豆里庵　佐藤勝也さん

環境保全を通した
自然との共生

川西町河川公園を愛する会

七所明神伝説と地域活動の
あり方を探る

七所明神の環境を良くする会

地域の資源を活かし
山屋の魅力を探る

山屋地区連合有志会

日本一の山車行列
新庄まつり

新庄山車連盟

山形大学エリアキャンパスもがみ
〜山形大学の学生が新庄市で活動しています〜



 『くらげる』　　平山ヒロフミ／著　山と渓谷社
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◦今月の新着図書◦
［一般書］

新しい日本の語り９ 渡部豊子の語り（新庄市在住） ･･･日本民話の会
いろは判じ絵〜江戸のエスプリ・なぞなぞ絵解き〜 ････岩崎　均史
お守り幸せ手帖 ･･････････････････････････････････････瀬戸内寂聴 
女のいない男たち ･･･････････････････････････････････村上　春樹
完本うらやましい死に方 ････････････････････････････五木　寛之
混沌（カオス）ホテル ･････････････････････････････コニー・ウィリス
歯みがき革命！ 〜歯みがきよりも大切なこと〜･･･我妻美夕紀  
愚者よ、お前がいなくなって淋しくてたまらない 伊集院　静

［児童書］
石の神 ･･････････････････････････････････････････････････田中　彩子
はしれ、トト！ ･････････････････････････････････････････････チョウンナン
ニワシドリのひみつ〜庭師鳥は芸術家〜 ･････鈴木まもる
うごく！サイレンカー最強ずかん ･････････････････学研教育出版
カブトムシ山に帰る ･･････････････････････････････････山口　　進

蔵書検索

◎市立図書館 ☎２２-２１８９
開館時間 : 午前10時〜午後6時

休館日 : 毎週月曜日

　くらげの研究者や水族館の飼育担当者のプロとアマチュアが交流する全国的なく
らげのコミュニティー「ｊfish< ジェーフィッシュ」を運営している作
者がくらげの１１１の魅力を紹介している本です。生態や飼育方法
だけではなく、日本最古の歴史書『古事記』のくらげから現代の
ヒーローものにでてくる悪役怪人のくらげたちなど、くらげと人
のつながりをあらゆる面から堪能できます。新しくオープンした
クラゲドリーム館（加茂水族館）に行く前に、図書館でくらげとこの
本をぜひ楽しんでください。

図書館インフォメーション

今月のテーマ展示

『人生を変えた出会い』
　家族、友情、恋愛、結婚、新し
い命…、人生の出会いにはたくさ
んのストーリーがあります。そして
本と出合うことで、またたくさんの
出会いが待っています。
　木々の深緑が美しいこの季節
に図書館から新しい出会いをお
届けします！！

　私は、当社の主力製品であるプリンターや複写機などに使用する「ヒートロール」を
製造しています。これは印刷する時の版に相当する部品です。アルミニウムの管に金型
で強い圧力をかけ、管の一部を細く成形する「しぼり加工」という方法で、１日当たり約
１０００本の製品を作っています。
　当社は社員の平均年齢が低く、私と同じ２０代の仲間も多くいて、はつらつとした雰
囲気があります。会社も若手技術者の育成に熱心で、恵まれた環境
で仕事ができていると感じています。
　今は海外企業との競争がとても激し
い時代です。当社でも最新鋭の切削加
工機械を導入して、国内でしかできな
いような高精度、高付加価値の製品造り
に力を入れています。製造ラインのリー
ダーになれるように日々努力していま
す。

いきいき仕事人！

Company File № �
株式会社モリタ興産

　昭和３８年、東京都日野市で創業。
昭和６３年、同地より新庄中核工業
団地に工場を移転、山形工場として
操業し現在に至る。業界内での技術
力の評価は高く、主力のヒートロール
は国内トップクラスのシェアを誇る。取
引先は富士ゼロックス、リコーなど主
要なＯＡ機器、電子機器メーカー。従
業員４５名

㈱モリタ興産山形工場
製造課

星川　伸也さん（駒場）

 UP!
企業ZOOMMズームアップ

私の

おすすめの1冊

今月の
毎月図書館司書が
おすすめの本を紹介します !

くらげ水槽を展示しています▶
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イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです    催しなど
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居
親

族
が
い
る
◦
収
入
の
基
準
が
合
う・税

金
の
未
納
が
な
い
◦
暴
力
団
で
は
な
い

▪
申
込
期
間 

5
月
16
日
㈮
～
23
日

㈮
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

※
22
日
㈭・23
日
㈮
は
午
後
7
時
ま
で

▪
内
覧
会 

5
月
21
日
㈬
午
前
11
時

～
午
後
3
時
ま
で
開
催
予
定

◎
都
市
整
備
課
建
築
住
宅
室

☎
内
線
５
２
２・５
２
４

か
む
て
ん
公
園
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集

▪
募
集
内
容 

か
む
て
ん
公
園
内
で
撮

影
し
た
写
真 

▪
応
募
締
切 

6
月
18

日
㈬ 

※
6
月
22
日
㈰
に
開
催
す
る

か
む
て
ん
公
園
ま
つ
り
内
で
審
査
し
当

日
午
後
3
時
30
分
よ
り
表
彰
式
を
行

い
ま
す
。 

※
参
加
条
件
な
ど
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
ぷ
ら
っ
と	

☎
23
-６
２
１
１

か
む
て
ん
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

▪
と
き 

6
月
22
日
㈰
午
前
9
時
～

午
後
4
時 

▪
と
こ
ろ 

す
ぽ
ー
て
ぃ
あ

▪
内
容 

日
用
品
、リ
サ
イ
ク
ル
品
、手

作
り
品
な
ど
の
販
売 

▪
参
加
費 

無

料 

▪
申
込
締
切 

5
月
30
日
㈮
ま
で

に
電
話
で

◎
都
市
整
備
課
都
市
計
画
室	

☎
内
線
５
２
７

ゆ
め
り
あ
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

▪
と
き 

6
月
7
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
4
時 

▪
と
こ
ろ 

ゆ
め
り
あ
1

階
大
廊
下 

▪
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
商
品
・

食
品
の
販
売 

▪
出
店
料 

1
ブ
ー
ス

5
0
0
円 

▪
申
込
締
切 

5
月
30
日

㈮ 

先
着
12
組 

※
食
品
は
保
健
所
の

営
業
許
可
を
受
け
て
い
る
場
所
で
製

造
さ
れ
た
物
の
み
販
売
可
能
で
、現
地

調
理
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
ゆ
め
り
あ
事
務
室	

☎
28
-８
８
８
８

春
の
イ
タ
リ
ア
料
理
教
室

参
加
者
募
集

▪
と
き 

5
月
22
日
㈭
午
前
の
部
／

午
前
11
時
か
ら 

午
後
の
部
／
午
後

6
時
か
ら 

▪
と
こ
ろ 

市
民
プ
ラ
ザ

調
理
室 

▪
内
容 

イ
タ
リ
ア
料
理
計

４
品
の
料
理
教
室 

▪
講
師 

笹
美
知

子 

▪
材
料
費 

2
，5
0
0
円

▪
申
込
締
切 

5
月
19
日
㈪

◎
事
務
局
・
笹	

☎
22
-２
０
８
６

新
庄
弓
道
連
盟・弓
道
教
室

受
講
生
募
集

▪
対
象 

弓
道
に
興
味
の
あ
る
社
会

人
、高
校
生
及
び
中
学
生
。年
齢
、性

別
は
問
い
ま
せ
ん
。 

▪
と
き 

6
月
14

日
か
ら
11
月
1
日
ま
で
の
毎
週
土
曜

日 

午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で（
全
16

回
） 

▪
と
こ
ろ 

新
庄
市
武
道
館
弓

道
場 

▪
受
講
料（
年
額
） 

大
人・高

校
生 

1
0
，5
0
0
円
、中
学
生 

6
，

0
0
0
円
と
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料 

▪
申
し
込
み 

5
月
17
日
㈯
か
ら
6

月
14
日
㈯
ま
で

◎
事
務
局 

竹
内	

☎
22
-８
４
４
４

す
ず
か
け
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

メ
ン
バ
ー
募
集

▪
対
象 

市
内
在
住
の
女
性

▪
練
習
日 

毎
週
火
曜
、金
曜 

午
後

7
時
30
分
～
9
時
30
分

▪
と
こ
ろ 

新
庄
小
学
校
体
育
館

▪
部
費 

毎
月
1
，0
0
0
円

◎
す
ず
か
け
事
務
局
・
長
沼	

☎
29
-２
２
８
４

ア
イ
キ
ャ
ラ
バ
ン
2
0
1
4 

in 

山
形

Ｊ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
山
形
県
支
部
設
立
記
念

▪
と
き 

5
月
31
日
㈯
午
後
1
時
～

▪
と
こ
ろ 

山
形
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▪
内
容 

設
立
記
念
講
演（
講
師 

平

見
恭
彦
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
眼
科

医
長
）、ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
、福
祉
機

器
の
展
示
会
な
ど 

▪
参
加
費 

無
料

◎
日
本
網
膜
色
素
変
性
症
協
会
山
形
県
代

表
・
高
橋	

☎
０
９
０
-４
８
８
３
-０
９
２
８

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▪
と
き 

5
月
26
日
㈪
午
前
9
時
～

▪
と
こ
ろ 

す
ぽ
ー
て
ぃ
あ

▪
内
容 
山
形
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
開
幕
に
合
わ
せ
て
、新
庄

駅
前
を
彩
る
花
の
寄
せ
植
え
な
ど
を

制
作
し
ま
す 
▪
持
ち
物 

ビ
ニ
ー
ル

手
袋・エ
プ
ロ
ン

◎
商
工
観
光
課
観
光
交
流
室	

☎
内
線
２
５
２

市
民
お
も
て
な
し
セ
ミ
ナ
ー

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

▪
と
き 

①
5
月
19
日
㈪
午
後
1
時

30
分
～
3
時
②
同
日
午
後
7
時
～
8

時
30
分
③
5
月
22
日
㈭
午
後
7
時
～

8
時
30
分 

▪
と
こ
ろ 

①
、③
市
民

プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル
②
ゆ
め
り
あ
２
階
会

議
室 

▪
内
容 

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
概
要
や
お
も
て
な
し

の
基
礎
講
座
な
ど 

※
参
加
費
無
料

◎
商
工
観
光
課
観
光
交
流
室

☎
内
線
２
５
１

さ
す
の
川「
水
辺
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

▪
と
き 

5
月
25
日
㈰
午
後
2
時
～

▪
と
こ
ろ 

川
西
町
河
川
公
園

▪
出
演 

新
庄
小
学
校
合
唱
部
、新
庄

中
学
校
吹
奏
楽
部
、キ
ャ
ッ
ス
ル
サ
イ

ド
、新
庄
吹
奏
楽
団 

※
入
場
無
料

◎
川
西
河
川
公
園
を
愛
す
る
会
・
江
口

☎
23
-０
８
８
３

印
紙
税
が
変
わ
り
ま
し
た

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら「
印
紙

税
法
」が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①「
領
収
証
」な
ど
の
非
課
税
範
囲
が

3
万
円
未
満
か
ら
5
万
円
未
満
に
拡
大

②「
不
動
産
譲
渡
契
約
書
」お
よ
び「
建

設
工
事
請
負
契
約
書
」の
軽
減
措
置

が
延
長
さ
れ
る
と
と
も
に
、適
用
範

囲・軽
減
額
が
拡
充

※
詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
新
庄
税
務
署	

☎
22
-５
１
１
１

野
村
克
也
氏
　
講
演
会

新
庄
青
年
会
議
所
創
立
50
周
年
記
念

▪
と
き 

6
月
14
日
㈯
午
後
3
時
30

分
～
5
時（
開
場 

午
後
2
時
30
分
～
）

▪
と
こ
ろ 

す
ぽ
ー
て
ぃ
あ

▪
内
容 

前
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ

ー
グ
ル
ス
監
督 

野
村
克
也
氏
に
よ
る

「
弱
者
の
戦
略
」講
演
会

▪
入
場
料 

前
売
2
，0
0
0
円（
当

日
2
，5
0
0
円
） 

▪
取
り
扱
い 

チ

ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、新
庄
商
工
会
議
所
、㈲

タ
カ
ハ
シ
ス
ポ
ー
ツ
、㈱
田
澤

◎
公
益
社
団
法
人
新
庄
青
年
会
議
所
・

担
当
　
菊
池	

☎
22
-６
８
５
５

ゴ
ー
ヤ
の
種
を
無
料
配
布
し
ま
す

緑
の
カ
ー
テ
ン
で
涼
し
い
夏
を

▪
対
象 

市
内
在
住
の
個
人
、ま
た
は

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者

▪
配
布
期
間 

5
月
12
日
㈪
～

　
種

が
な
く
な
り
次
第
終
了

▪
と
こ
ろ 

市
役
所
環
境
課
内

◎
環
境
課
環
境
保
全
室	

☎
内
線
４
３
３

定
期
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

麻
し
ん（
は
し
か
）が
流
行
し
て
い
ま
す

　
関
東
地
区
な
ど
で
、麻
し
ん（
は
し

か
）が
流
行
し
て
い
ま
す
。ワ
ク
チ
ン
接

種
で
防
げ
る
病
気
で
す
の
で
、対
象
年

齢
に
な
っ
た
ら
、麻
し
ん
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
を
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▪
対
象 

1
期
／
1
歳
か
ら
2
歳
未

満 

2
期
／
年
長
児

◎
健
康
課
健
康
推
進
室	

☎
内
線
５
１
３

県
営
三
吉
町
ア
パ
ー
ト
１
号
棟

入
居
者
募
集

▪
募
集
戸
数 

1
戸 

▪
家
賃 

1
1
，

8
0
0
円
～
1
7
，5
0
0
円

▪
募
集
期
間 

5
月
15
日
㈭
～
21
日

㈬ 

▪
受
付
時
間 

午
前
9
時
30
分
～

午
後
5
時 

▪
申
し
込
み 

県
指
定
の

県
営
住
宅
抽
選
申
込
書
に
記
入
の
う

え
、提
出
く
だ
さ
い
。

※
入
居
に
あ
た
り
、同
居
親
族
要
件

な
ど
や
各
優
遇
措
置
対
象
あ
り

◎
県
営
住
宅
指
定
管
理
者 

㈱
西
王
不

動
産 

最
上
事
務
所	

☎
23
-３
１
１
６

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

入
居
者
募
集

▪
募
集
住
宅
名・戸
数 

①
玉
の
木
団

地
2
戸
③
小
桧
室
団
地
2
戸
③
東
山

団
地
3
戸 

▪
家
賃 

①
1
1
，9
0
0

円
～
2
2
，3
0
0
円
②
2
3
，3
0
0

円
～
3
4
，6
0
0
円
③
1
6
，3
0
0

北辰横断歩道橋設置工事
のお知らせ

▪工事期間 8月29日㈮まで
▪工事内容 自転車横断者の安全確保を
図るため、階段部にスロープを設置
▪交通規制 午前８時30分～午後５時ま
で片側交互通行、一時市道通行止め。
※５月７日（水）～８月下旬まで横断歩道協
は使用できません。
▪工事場所

◎詳しくは、山形河川国道新庄維持出張
所へ。	 ☎22-1581

郷土料理教室参加者募集
▪とき 5月29日㈭午前9時30分～正午
▪ところ 市民プラザ調理室 ▪テー
マ 春を楽しむ山菜料理 ▪持ち物 エプロ
ン、三角巾、お手ふき、材料費500円
※申し込みは開催日の5日前までに電話で
◎詳しくは、食改事務局（健康課）へ。	☎内線516

軽自動車税の減免制度があります
▪対象 身体、または精神の障がいで歩行
が困難な人のうち、一定の要件に当てはま
る人
▪内容 申請による軽自動車税の減免
▪申請期間 5月16日㈮～26日㈪
※普通自動車の減免とは重複できません。
◎詳しくは、税務課課税室へ。	 ☎内線141、153

市制施行６５周年記念事業
新庄サクソフォンフェスティバル
◦とき ５月24日㈯午後３時開演
◦ところ ゆめりあ 花と緑の交流広場
◦内容 ブランケルサクソフォンアンサン
ブルによるアンサンブルステージのほか、
ゲスト団体によるステージと全体合奏など
※入場無料
◎詳しくは、事務局・鈴木へ。

☎090-5830-3593

日本最大級のプラレールを作ろう！
　やまがたデスティネーションキャンペー
ンのオープニングに合わせ、日本最大級
のプラレールコースを作成します。ご家庭
でご不要になったプラレールがありました
ら、ぜひお譲り下さい。
◦搬入日 ５月31日㈯～6月1日㈰午前9
時～午後6時
◦搬入場所 NPO-AMP（旧「七色」）
※ご提供頂いたものは返却できませんので、
あくまでご不要になったものをお持ちください。
◎詳しくは、新庄市商店会連合会・佐藤
へ。	 ☎23-0407

神室山系登山会参加者募集
◦対象 中級者以上（登山経験者）
◦とき 6月1日㈰午前5時30分から
◦コース 神室山有屋口から往復
◦申し込み 5月26日㈪までに電話で。
※参加費500円、先着50人
◎詳しくは、商工観光課へ。	☎内線251・252

わくわくデジカメ写真教室
◦とき 6月7日㈯～7月19日㈯毎週土曜日
午後2時～4時 全7回（7月11日㈮現地撮影会）
◦ところ わくわく新庄 会議室
◦講師 戸塚 喜八氏
◦持ち物 お手持ちのカメラと取扱説明書
◦参加費 2,500円 額縁、プリント代含む
◦申込締切 6月3日㈫まで 先着15人
◎詳しくは、わくわく新庄まで。	 ☎23-0197

第30回 春の山野草展開催
◦とき ５月17日㈯午前９時～午後５時、
18日㈰午前９時～午後４時
◦ところ 市民プラザ２階ギャラリー
◎詳しくは、新庄山草会・新国まで。	☎22-2108

北　辰
小学校

産直
まゆの郷
エコロジー
ガーデン

↑
至
金
山

県
道
３
０
７
号

県
道
３
１
３
号

北辰横断歩道橋

国
道
13 
号

18
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円
～
2
4
，4
0
0
円 

▪
申
込
資

格 

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

◦
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る・同
居
親

族
が
い
る
◦
収
入
の
基
準
が
合
う・税

金
の
未
納
が
な
い
◦
暴
力
団
で
は
な
い

▪
申
込
期
間 

5
月
16
日
㈮
～
23
日

㈮
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

※
22
日
㈭・23
日
㈮
は
午
後
7
時
ま
で

▪
内
覧
会 

5
月
21
日
㈬
午
前
11
時

～
午
後
3
時
ま
で
開
催
予
定

◎
都
市
整
備
課
建
築
住
宅
室

☎
内
線
５
２
２・５
２
４

か
む
て
ん
公
園
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集

▪
募
集
内
容 

か
む
て
ん
公
園
内
で
撮

影
し
た
写
真 

▪
応
募
締
切 

6
月
18

日
㈬ 

※
6
月
22
日
㈰
に
開
催
す
る

か
む
て
ん
公
園
ま
つ
り
内
で
審
査
し
当

日
午
後
3
時
30
分
よ
り
表
彰
式
を
行

い
ま
す
。 

※
参
加
条
件
な
ど
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
ぷ
ら
っ
と	

☎
23
-６
２
１
１

か
む
て
ん
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

▪
と
き 

6
月
22
日
㈰
午
前
9
時
～

午
後
4
時 

▪
と
こ
ろ 

す
ぽ
ー
て
ぃ
あ

▪
内
容 

日
用
品
、リ
サ
イ
ク
ル
品
、手

作
り
品
な
ど
の
販
売 

▪
参
加
費 

無

料 

▪
申
込
締
切 

5
月
30
日
㈮
ま
で

に
電
話
で

◎
都
市
整
備
課
都
市
計
画
室	

☎
内
線
５
２
７

ゆ
め
り
あ
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

▪
と
き 

6
月
7
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
4
時 

▪
と
こ
ろ 

ゆ
め
り
あ
1

階
大
廊
下 

▪
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
商
品
・

食
品
の
販
売 
▪
出
店
料 

1
ブ
ー
ス

5
0
0
円 
▪
申
込
締
切 

5
月
30
日

㈮ 

先
着
12
組 
※
食
品
は
保
健
所
の

営
業
許
可
を
受
け
て
い
る
場
所
で
製

造
さ
れ
た
物
の
み
販
売
可
能
で
、現
地

調
理
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
ゆ
め
り
あ
事
務
室	

☎
28
-８
８
８
８

春
の
イ
タ
リ
ア
料
理
教
室

参
加
者
募
集

▪
と
き 

5
月
22
日
㈭
午
前
の
部
／

午
前
11
時
か
ら 

午
後
の
部
／
午
後

6
時
か
ら 

▪
と
こ
ろ 

市
民
プ
ラ
ザ

調
理
室 

▪
内
容 

イ
タ
リ
ア
料
理
計

４
品
の
料
理
教
室 

▪
講
師 

笹
美
知

子 

▪
材
料
費 

2
，5
0
0
円

▪
申
込
締
切 

5
月
19
日
㈪

◎
事
務
局
・
笹	

☎
22
-２
０
８
６

新
庄
弓
道
連
盟・弓
道
教
室

受
講
生
募
集

▪
対
象 

弓
道
に
興
味
の
あ
る
社
会

人
、高
校
生
及
び
中
学
生
。年
齢
、性

別
は
問
い
ま
せ
ん
。 

▪
と
き 

6
月
14

日
か
ら
11
月
1
日
ま
で
の
毎
週
土
曜

日 

午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で（
全
16

回
） 

▪
と
こ
ろ 

新
庄
市
武
道
館
弓

道
場 

▪
受
講
料（
年
額
） 

大
人・高

校
生 

1
0
，5
0
0
円
、中
学
生 

6
，

0
0
0
円
と
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料 

▪
申
し
込
み 

5
月
17
日
㈯
か
ら
6

月
14
日
㈯
ま
で

◎
事
務
局 

竹
内	

☎
22
-８
４
４
４

す
ず
か
け
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

メ
ン
バ
ー
募
集

▪
対
象 

市
内
在
住
の
女
性

▪
練
習
日 

毎
週
火
曜
、金
曜 

午
後

7
時
30
分
～
9
時
30
分

▪
と
こ
ろ 

新
庄
小
学
校
体
育
館

▪
部
費 

毎
月
1
，0
0
0
円

◎
す
ず
か
け
事
務
局
・
長
沼	

☎
29
-２
２
８
４

ア
イ
キ
ャ
ラ
バ
ン
2
0
1
4 

in 

山
形

Ｊ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
山
形
県
支
部
設
立
記
念

▪
と
き 

5
月
31
日
㈯
午
後
1
時
～

▪
と
こ
ろ 

山
形
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▪
内
容 

設
立
記
念
講
演（
講
師 

平

見
恭
彦
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
眼
科

医
長
）、ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
、福
祉
機

器
の
展
示
会
な
ど 

▪
参
加
費 

無
料

◎
日
本
網
膜
色
素
変
性
症
協
会
山
形
県
代

表
・
高
橋	

☎
０
９
０
-４
８
８
３
-０
９
２
８

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▪
と
き 

5
月
26
日
㈪
午
前
9
時
～

▪
と
こ
ろ 

す
ぽ
ー
て
ぃ
あ

▪
内
容 

山
形
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
開
幕
に
合
わ
せ
て
、新
庄

駅
前
を
彩
る
花
の
寄
せ
植
え
な
ど
を

制
作
し
ま
す 

▪
持
ち
物 

ビ
ニ
ー
ル

手
袋・エ
プ
ロ
ン

◎
商
工
観
光
課
観
光
交
流
室	

☎
内
線
２
５
２

市
民
お
も
て
な
し
セ
ミ
ナ
ー

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

▪
と
き 

①
5
月
19
日
㈪
午
後
1
時

30
分
～
3
時
②
同
日
午
後
7
時
～
8

時
30
分
③
5
月
22
日
㈭
午
後
7
時
～

8
時
30
分 

▪
と
こ
ろ 

①
、③
市
民

プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル
②
ゆ
め
り
あ
２
階
会

議
室 

▪
内
容 

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
概
要
や
お
も
て
な
し

の
基
礎
講
座
な
ど 

※
参
加
費
無
料

◎
商
工
観
光
課
観
光
交
流
室

☎
内
線
２
５
１

さ
す
の
川「
水
辺
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

▪
と
き 

5
月
25
日
㈰
午
後
2
時
～

▪
と
こ
ろ 

川
西
町
河
川
公
園

▪
出
演 

新
庄
小
学
校
合
唱
部
、新
庄

中
学
校
吹
奏
楽
部
、キ
ャ
ッ
ス
ル
サ
イ

ド
、新
庄
吹
奏
楽
団 

※
入
場
無
料

◎
川
西
河
川
公
園
を
愛
す
る
会
・
江
口

☎
23
-０
８
８
３

印
紙
税
が
変
わ
り
ま
し
た

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら「
印
紙

税
法
」が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①「
領
収
証
」な
ど
の
非
課
税
範
囲
が

3
万
円
未
満
か
ら
5
万
円
未
満
に
拡
大

②「
不
動
産
譲
渡
契
約
書
」お
よ
び「
建

設
工
事
請
負
契
約
書
」の
軽
減
措
置

が
延
長
さ
れ
る
と
と
も
に
、適
用
範

囲・軽
減
額
が
拡
充

※
詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
新
庄
税
務
署	

☎
22
-５
１
１
１

野
村
克
也
氏
　
講
演
会

新
庄
青
年
会
議
所
創
立
50
周
年
記
念

▪
と
き 

6
月
14
日
㈯
午
後
3
時
30

分
～
5
時（
開
場 

午
後
2
時
30
分
～
）

▪
と
こ
ろ 

す
ぽ
ー
て
ぃ
あ

▪
内
容 

前
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ

ー
グ
ル
ス
監
督 

野
村
克
也
氏
に
よ
る

「
弱
者
の
戦
略
」講
演
会

▪
入
場
料 

前
売
2
，0
0
0
円（
当

日
2
，5
0
0
円
） 

▪
取
り
扱
い 

チ

ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、新
庄
商
工
会
議
所
、㈲

タ
カ
ハ
シ
ス
ポ
ー
ツ
、㈱
田
澤

◎
公
益
社
団
法
人
新
庄
青
年
会
議
所
・

担
当
　
菊
池	

☎
22
-６
８
５
５

ゴ
ー
ヤ
の
種
を
無
料
配
布
し
ま
す

緑
の
カ
ー
テ
ン
で
涼
し
い
夏
を

▪
対
象 

市
内
在
住
の
個
人
、ま
た
は

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者

▪
配
布
期
間 

5
月
12
日
㈪
～

　
種

が
な
く
な
り
次
第
終
了

▪
と
こ
ろ 

市
役
所
環
境
課
内

◎
環
境
課
環
境
保
全
室	

☎
内
線
４
３
３

定
期
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

麻
し
ん（
は
し
か
）が
流
行
し
て
い
ま
す

　
関
東
地
区
な
ど
で
、麻
し
ん（
は
し

か
）が
流
行
し
て
い
ま
す
。ワ
ク
チ
ン
接

種
で
防
げ
る
病
気
で
す
の
で
、対
象
年

齢
に
な
っ
た
ら
、麻
し
ん
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
を
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▪
対
象 

1
期
／
1
歳
か
ら
2
歳
未

満 

2
期
／
年
長
児

◎
健
康
課
健
康
推
進
室	

☎
内
線
５
１
３

県
営
三
吉
町
ア
パ
ー
ト
１
号
棟

入
居
者
募
集

▪
募
集
戸
数 

1
戸 

▪
家
賃 

1
1
，

8
0
0
円
～
1
7
，5
0
0
円

▪
募
集
期
間 

5
月
15
日
㈭
～
21
日

㈬ 

▪
受
付
時
間 

午
前
9
時
30
分
～

午
後
5
時 

▪
申
し
込
み 

県
指
定
の

県
営
住
宅
抽
選
申
込
書
に
記
入
の
う

え
、提
出
く
だ
さ
い
。

※
入
居
に
あ
た
り
、同
居
親
族
要
件

な
ど
や
各
優
遇
措
置
対
象
あ
り

◎
県
営
住
宅
指
定
管
理
者 

㈱
西
王
不

動
産 

最
上
事
務
所	

☎
23
-３
１
１
６

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

入
居
者
募
集

▪
募
集
住
宅
名・戸
数 

①
玉
の
木
団

地
2
戸
③
小
桧
室
団
地
2
戸
③
東
山

団
地
3
戸 

▪
家
賃 

①
1
1
，9
0
0

円
～
2
2
，3
0
0
円
②
2
3
，3
0
0

円
～
3
4
，6
0
0
円
③
1
6
，3
0
0

北辰横断歩道橋設置工事
のお知らせ

▪工事期間 8月29日㈮まで
▪工事内容 自転車横断者の安全確保を
図るため、階段部にスロープを設置
▪交通規制 午前８時30分～午後５時ま
で片側交互通行、一時市道通行止め。
※５月７日（水）～８月下旬まで横断歩道協
は使用できません。
▪工事場所

◎詳しくは、山形河川国道新庄維持出張
所へ。	 ☎22-1581

郷土料理教室参加者募集
▪とき 5月29日㈭午前9時30分～正午
▪ところ 市民プラザ調理室 ▪テー
マ 春を楽しむ山菜料理 ▪持ち物 エプロ
ン、三角巾、お手ふき、材料費500円
※申し込みは開催日の5日前までに電話で
◎詳しくは、食改事務局（健康課）へ。	☎内線516

軽自動車税の減免制度があります
▪対象 身体、または精神の障がいで歩行
が困難な人のうち、一定の要件に当てはま
る人
▪内容 申請による軽自動車税の減免
▪申請期間 5月16日㈮～26日㈪
※普通自動車の減免とは重複できません。
◎詳しくは、税務課課税室へ。	 ☎内線141、153

市制施行６５周年記念事業
新庄サクソフォンフェスティバル
◦とき ５月24日㈯午後３時開演
◦ところ ゆめりあ 花と緑の交流広場
◦内容 ブランケルサクソフォンアンサン
ブルによるアンサンブルステージのほか、
ゲスト団体によるステージと全体合奏など
※入場無料
◎詳しくは、事務局・鈴木へ。

☎090-5830-3593

日本最大級のプラレールを作ろう！
　やまがたデスティネーションキャンペー
ンのオープニングに合わせ、日本最大級
のプラレールコースを作成します。ご家庭
でご不要になったプラレールがありました
ら、ぜひお譲り下さい。
◦搬入日 ５月31日㈯～6月1日㈰午前9
時～午後6時
◦搬入場所 NPO-AMP（旧「七色」）
※ご提供頂いたものは返却できませんので、
あくまでご不要になったものをお持ちください。
◎詳しくは、新庄市商店会連合会・佐藤
へ。	 ☎23-0407

神室山系登山会参加者募集
◦対象 中級者以上（登山経験者）
◦とき 6月1日㈰午前5時30分から
◦コース 神室山有屋口から往復
◦申し込み 5月26日㈪までに電話で。
※参加費500円、先着50人
◎詳しくは、商工観光課へ。	☎内線251・252

わくわくデジカメ写真教室
◦とき 6月7日㈯～7月19日㈯毎週土曜日
午後2時～4時 全7回（7月11日㈮現地撮影会）
◦ところ わくわく新庄 会議室
◦講師 戸塚 喜八氏
◦持ち物 お手持ちのカメラと取扱説明書
◦参加費 2,500円 額縁、プリント代含む
◦申込締切 6月3日㈫まで 先着15人
◎詳しくは、わくわく新庄まで。	 ☎23-0197

第30回 春の山野草展開催
◦とき ５月17日㈯午前９時～午後５時、
18日㈰午前９時～午後４時
◦ところ 市民プラザ２階ギャラリー
◎詳しくは、新庄山草会・新国まで。	☎22-2108

北　辰
小学校

産直
まゆの郷
エコロジー
ガーデン

↑
至
金
山

県
道
３
０
７
号

県
道
３
１
３
号

北辰横断歩道橋

国
道
13 
号
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文字を

見やすく
しました

本文にモリサワユニバーサル
フォントを使用しています。

さらに詳しい取材記は
市公式ホームページでご覧になれます。

温故知新庄！？
故きを温ねて新庄を知る

0かむ
てん奮闘

記

平
成

26
年

6
月

9日
号（

N
o.678）　

■
編

集
・

発
行

／
新

庄
市

 総
務

課
   〒

996–8501 新
庄

市
沖

の
町

10–37 TE
L.0233–22–2111　

■
制

作
・

印
刷

／
共

栄
印

刷
株

式
会

社
　

14、000
部

発
行

広
報

0
6

　
升
形
八
幡
神
社
に「
宗そ

う

吾ご

尊そ
ん

霊れ
い

」

碑
が
あ
る
。農
民
を
救
う
た
め
に

徳
川
家
綱
に
直
訴
し
て
打
首
に

な
っ
た
千
葉
の
佐
倉
宗
吾
を
祀
る

も
の
だ
が
、市
内
本
合
海
に
も
庄
屋
の

不
正
を
藩
に
訴
え
て
斬
罪
に
な
っ
た
斉

藤
祐
助
・
樋
渡
佐
之
吉
と
い
う
義
民
が

い
た
。二
人
を
見
捨
て
た
村
に
不
幸
が

重
な
り
、後
に
積
雲
寺
に
二
人
の
墓
を

建
て
た
が
、変
事
は
収
ま
ら
ず
、さ
ら
に

二
人
を
祐
佐
神
社
に
祀
り
怨
念
を
払
っ

た
。

　
ま
た
、鳥
越
の
庄
屋
刈
谷
伊
兵
衛
も

凶
作
の
年
に
藩
主
に
飯
米
の
給
与
を
願

い
出
て
村
人
を
救
っ
た
が
、直
訴
を
し

た
た
め
に
処
刑
さ
れ
た
。後
に
村
人
が

建
て
た
墓
が
鳥
越
願
成
寺
跡
に
あ
る
。

天
保
の
凶
作
で
は
金
沢
町
惣
代
長
倉
治

作
が
、藩
主
に
願
い
出
て
藩
米
を
借
り

て
そ
の
急
場
を
し
の
ぎ
、後
の
た
め
に

備
米
も
し
た
。町
民
は
そ
の
徳
を
忘
れ

ま
い
と
長
倉
神
社
を
建
立
し
た
。仁
間

水
神
宮
に
も
明
治
の
凶
作
で
村
人
を
救

済
し
た
浅
沼
甚
左
衛
門
・
常
吉
の
報
恩

碑
が
あ
る
。こ
れ
ら
の
遺
跡
を
訪
ね
、新

庄
に
も
あ
っ
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新庄の義民伝説
　その昔、百姓などの一般
の民が殿様に直接意見をい
うと処罰されたんじゃ。それ
でも、みんなのために私財や
生命を賭して、処罰覚悟で陳
情をする人たちが新庄にも
数多くおったんじゃよ。
　そういった人たちを「義
民」と呼んで、今でも地域で
祀られとるんじゃ。

かむてん奮闘記 検索

新庄市地理情報システムで
周辺地図がご覧になれます。

新庄の義民を巡る

㊤ 升形八幡神社の宗吾尊霊碑
㊧ 祐佐神社のある八向公園（本合海）
㊥ 長倉神社（金沢八幡神社隣）
㊨ 刈谷伊兵衛の墓（鳥越）

新庄の義民遺跡


